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京
き ょ う

から未来
あ し た

の市民社会を創る 
～１０

て ん

換期、多様化する社会を貫く軸～ 
 

 

2011年２月２６日    ～ ２７日 

 

龍谷大学 深草学舎（京都市伏見区深草塚本町） 

 

     ２５０人 
 

１３，０００円(一般) 
１１，０００円(ＪＶＣＡ会員) 

※「ＷＥＢ早割」参加費は、それぞれ1,000円割引 

2011年２月５日 

（「ＷＥＢ早割」受付締切 １月２２日  ） 

■主催 全国ボランティアコーディネーター研究集会２０１１実行委員会 

      特定非営利活動法人 日本ボランティアコーディネーター協会（ＪＶＣＡ） 

■共催 龍谷大学（龍谷大学ボランティア・ＮＰＯ活動センター） 

■後援■ 京都府（予定）／京都市（予定）／特定非営利活動法人 関西国際交流団体協議会／京都ＹＭＣＡ 

特定非営利活動法人 国際協力ＮＧＯセンター／財団法人 自治体国際化協会／社会福祉法人 全国社会福祉協議会 

社会福祉法人 中央共同募金会／特定非営利活動法人 日本ＮＰＯセンター／１％（ワンパーセント）クラブ 

財団法人 日本ＹＭＣＡ同盟 

■協賛■ サントリー株式会社 
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 「ボランティア国際年（２００１年）」から１０年、日本社会において「ボランティア」は どんな存在となったでしょうか？ 

 「ボランティア国際年」には、①ボランティアに対する理解を深める、②ボランティアへの参加が促進される環境を整備する、

③ボランティアのネットワークを広げる、④ボランティア活動を推進する、という４つの柱がありました。これらの推進に大きく

関わるのが「ボランティアコーディネーター」です。 

 そのボランティアコーディネーターが集う全国組織である「日本ボランティアコーディネーター協会」が設立されたのも

2001年でした。それから10年、日本社会において「ボランティアコーディネーター」は どのような存在となったでしょうか？ 

 さらに、今回の研究集会を共催している「龍谷大学ボランティア・ＮＰＯ活動センター」も10年を迎えます。若者はどのように

「ボランティア」をとらえ、社会と向き合っているのでしょうか？ 

 今、政府は「新しい公共」に注目し、その推進策を検討しています。これからの市民社会は どうなっていくのでしょうか？ 

 ＪＶＣＣ２０１１京都大会では、この１０年を真摯にふり返るとともに、「市民参加を支えるプロ」であるボランティアコーディ

ネーターとして、次なる１０年をどのようにデザインし、どのように影響を不えていくのかを大いに語り合いたいと思います。 

 冬の京都へ、さまざまな分野の、より多くのコーディネーターの皆様が来られることを願っています。（実行委員長 筒井のり子） 

 

 

以下のような分野で実践経験を積んでいる方、分科会のテーマで課題意識をもって参加できる方 

① 社会福祉・介護、教育、環境、国際交流・協力、まちづくり、災害救援など様々な分野で活動するＮＰＯ・ＮＧＯで、ボラン
ティアの受け入れ・活動支援を担当するスタッフ 

② 高齢者福祉施設、障害者福祉施設、児童福祉施設等の社会福祉施設で、ボランティアの受け入れ・活動支援を担当
するスタッフ 

③ 病院、医療関連施設で、ボランティアの受け入れ・活動支援を担当するスタッフ 

④ 図書館、博物館、動物園、水族館などの社会教育施設や文化ホールなどの文化芸術施設で、ボランティアの受け入れ・
活動支援を担当するスタッフ 

⑤ 小・中・高校、専門学校、大学・短大などの教育機関で、学生・生徒のボランティア学習などを推進している担当スタッフ
（教職員、学生など） 

⑥ 企業や労働組合などで、社員・組合員のボランティア活動参加を支援する担当スタッフ 

⑦ 国・自治体などで市民や市民活動との「協働」の推進、または職員のボランティア活動推進を担当するスタッフ 

⑧ ボランティアセンター、市民活動支援センター、国際交流協会などのボランティア担当スタッフ、ボランティアコーディネーター 

⑨ ボランティアコーディネーターまたはボランティアコーディネーションの研究および研修・養成に関わっている方 

 

 

 

 

 

  

龍谷大学 深草学舎 （京都市伏見区深草塚本町 67） 

 

 
 

 

●ＪＲ「京都」駅／阪急「烏丸」駅から“市営地下鉄”に乗り換え。 
竹田方面へ。地下鉄「くいな橋」駅下車、東へ徒歩約10分 

●京阪「祇園四条」駅等から淀屋橋方面／京阪「京橋」駅等から出町柳方面へ。 
京阪｢深草」駅下車、西へ徒歩約３分 

●ＪＲ「京都」駅から奈良方面へ。ＪＲ「稲荷」駅下車、南西へ徒歩約８分 

ボランティアコーディネーターとは？ 
現状では、「ボランティアコーディネーター」という名称で仕事をしている人は、そう多くはありません。しかし、ボランティア活動が多様な

スタイルの市民活動として展開される中、多様な分野においてボランティアを支えるスタッフは確実に増えています。 
そこで、私たちはボランティアコーディネーターを「市民社会の実現をめざして市民のボランタリーな活動を支援し、その実際の活動に

おいてボランティアならではの力が発揮できるよう市民と市民または組織をつないだり、組織内での調整を行うスタッフ」ととらえています。 
 

開 催 趣 旨 

参 加 対 象 

会 場 地 図 
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 ２月２６日（土）  

9:30 受付開始 

10:00 開会 

10:10 オープニング全体会 「市民の力で 10年後の社会を“アツく”する part１」 

11:50 オリエンテーション 

12:00 昼食休憩    

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

18:00 懇親･交流会（講師・事例発表者の皆さんも参加されます） 

 

 ２月２７日（日）  

9:00 開場 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12:30 昼食休憩 

13:30 クロージング全体会 「市民の力で 10年後の社会を“アツく”する part２」 

15:15 全プログラム終了 

15:30 日本ボランティアコーディネーター協会 創立１０周年記念の集い 

17:30 集い終了 

分科会Ａ（３時間半コース） 

Ａ１ 「民」の時代における社協ボラセンの明日 

Ａ２ ボランティアコーディネーターは受入れ先と活動希望者をつなぐ代弁者！ 

Ａ３ 地域における社会福祉施設の役割とは？ 

Ａ４ 文化施設の「ボランティアコーディネーション」って、なに？ 

Ａ５ ととのいました!! 病院ボランティアとかけまして○○と解く!! そのこころは!? 

Ａ６ 福祉教育で学力アップ!? 小学校編 

Ａ７ イマドキの若者と一緒に活動を盛り上げていくツボを探そう！ 

Ａ８ 企業との新たな連携・協働に向けて 

分科会Ｂ（１時間４０分コース） 

Ｂ１/Ｂ５ 入門ボランティア論 
Ｂ２/Ｂ６ 入門ボランティアコーディネーション論 
Ｂ３/Ｂ７ 「ボランティア」を説明するのに 

欠かせないモノ 
Ｂ４/Ｂ８ 公募・実践報告 
Ｂ９    入門ファンドレイジング論 

それぞれ１時間４０分ずつのプログラム
を９つ用意。前半･後半で一つずつ選択
していただきます。 

14:15 
 ～ 
15:55 
 ・ 
16:05 
 ～ 
17:45 
で 
２コマ 
に参加 

ウォーミングアップ・プログラム（ＪＶＣＡ非会員向け） 

① 「ウェルカム！ おこしやす お茶会」 
② 「龍谷大学ボランティア・ＮＰＯ活動センター」の元気の秘密を探る 
③ 伏見稲荷大社、見学ツアー 
④ 日本ボランティアコーディネーター協会総会を傍聴・参画 
⑤ マイペースでウォーミングアップ 

14:15 
 ～ 
17:45 

日本ボランティアコーディネーター協会 
2011 年度定例総会（弁当持ち込み可） 

事業報告・決算報告、事業計画・予算
の検討を、バズセッションを交えながら

進めます。ＮＰＯ税制改正の話題も。非
会員の皆さんも傍聴＆参画が可能です。 

13:00 
 ～ 
14:00 

９:30 
 ～ 
12:30 

分科会Ｃ（３時間） 

Ｃ１ “市民と共に成長するボランティアセンター”を目指して ～社協さん、ほんまに住民参加・市民協働できてます？ 
Ｃ２ 大学ＶＣ-地域ＶＣ-受入機関、３つのセクターの連携を！ ～事例に学び、ワークで編み出す協働のコンセプト 
Ｃ３ 「こころ」の目的一致！ それって具体的にどうしますのん？ ～合意形成の戦略を立てて、孤軍奮闘から突破しよう！ 
Ｃ４ ボランティアコーディネーターの秘訣を盗め！ ～文化・社会教育施設の中で活躍するボランティアの巻 

Ｃ５ 災害時に備えたコーディネーション ～在住外国人を通して考える、要配慮者のもしもの時のこと 

Ｃ６ 福祉教育で学力アップ!? 中学校編 ～福祉教育・ボランティア学習と学力の豊かな関係 

Ｃ７ 若者の「ボランティアしたい！」に応える！ ～対人関係で離れていく若者への支援を考える 

Ｃ８ 世界に巻き込む！ 共感を生むコーディネーションとは？ ～国際分野という「現場」の見せ方、伝え方 

Ｃ９ もっと市民に伝えたい！ ～ボランティアコーディネーターのための宣伝美術ワークショップ 

Ｃ10 アナタならどうする!? 営利組織からのボランティア相談 ～多様化する課題解決の手段と、ぶれないボランティアコーディネーション 

Ｃ11 『わたしたち』の“足(生活交通)”を奪わないで…。 ～地域力・住民の強い思いを形にして紡がれた「鉄路・コミュニティーバス」…!! 

Ｃ12 理事とスタッフだけで活動していませんか？ ボランティアを巻き込んでもっと活動を活発に ～募集から活動の組み立てまで 

Ｃ13 専門職としてのボランティアコーディネーターの質を高め、社会的・組織的認知をいかに向上させるか 

12:15 
 ～ 
14:00 
 

プ ロ グ ラ ム 



 

3 

 

２月２６日（土）10:00〜11:50 

テーマ：市民の力で１０年後の社会を“アツく”する part１ 

ＪＶＣＣ２０１１のスタートは、さまざまな意味で１０周年という今、１０年後の社会と私たちを展望するパネルディス

カッションで始まります。 

ボランティアコーディネーターは市民の社会参加を支える専門職ですが、市民の社会参加には｢寄付」という

スタイルもあります。そしてボランティアと寄付という市民参加の両輪を受け止める社会の仕組み―特に自治体

や政府のあり方も、社会の未来を考える上で欠かせない要素。それぞれのステージに深くかかわるパネリストの

アツいトークをとおして、大会で話し合いたい課題を確認します。 

  パ ネ リ ス ト：鵜尾  雅隆さん（(特活)日本ファンドレイジング協会 常務理事･事務局長） 

         筒井のり子 さん（龍谷大学 社会学部 教授、日本ボランティアコーディネーター協会 理事） 

         福嶋  浩彦さん（消費者庁 長官、元我孫子市長） 

コーディネーター：早瀬   昇  さん（(福)大阪ボランティア協会 常務理事） 

 

 

 

２月２６日（土）13:00〜14:00 

 オープニング全体会と分科会の間に、日本ボランティアコーディネーター協会の総会が開かれますが、この時間を利用して

非会員の皆さんを対象に以下の特別企画が実施されます。せっかく京都に来たのだから…、５つもオプションがありますよ。 

① 「ウェルカム！ おこしやす お茶会」 
初参加のあなたもベテランのあなたも、節目の２０１１京都大会に臨む仲間同「志」！ 食後のウェルカムコーヒーで

一息つきながら、分科会につながる、懇親会につながる、大会後につながるネットワークを、ささやかなこのお茶会から

紡ぎませんか？ 大会を通じて創る分科会「『ボランティア』説明するのに欠かせないモノ」のプレ企画も同時実施。

「これだけは譲れないボランティアの要素」、「これがなければボランティア」といったお題でトークも進めます。 

●定員：１００人 ●進行等：ＪＶＣＣ２０１１京都大会実行委員 

② 「龍谷大学ボランティア・ＮＰＯ活動センター」の元気の秘密を探る 
京都大会を共催する龍谷大学ボランティア・ＮＰＯ活動センターは、学生自身もボランティアコーディネー  

ションに関わる元気な大学ボランティアセンター。２００１年の発足以来、多彩なプログラムを展開し、多くの  

実践家を輩出してきました。その歩みとこれからの展開を、若い世代に語ってもらいます。 

●定員： ５０人 ●進行等：龍谷大学ボランティア・ＮＰＯ活動センタースタッフ 

③ 伏見稲荷大社、見学ツアー 
大会会場から歩いて約１０分のところにあるのが、全国約３万社の稲荷神社の総本宮･伏見稲荷大社。信者から奉納

された数千基の鳥居が続く参道は必見。分科会前に、創建からちょうど１３００年を迎える大社を巡ってみませんか。 

●定員： ３０人 ●案内等：ＪＶＣＣ２０１１京都大会実行委員 

④ 日本ボランティアコーディネーター協会（JVCA）総会を傍聴・参画 
「総会なんて形式だけのもの」とお思いの方も少なくないかもしれません。しかし、ＪＶＣＡの総会は違います。

議案に対して小グループに分かれてバズセッションする参加型。今回総会では「新・中期ビジョン」に加え、「新

認定ＮＰＯ法人制度」の開始に向けた取り組みなど、ホットな話題も議論となりそう。傍聴の皆さんのご意見も

しっかり受け止める総会をのぞいてみることで、意外な発見と学びがあるはずです。（弁当持ち込み可能） 

●定員：何人でも ●進行等：日本ボランティアコーディネーター協会運営委員 

⑤ マイペースでウォーミングアップ 
ゆーっくりご飯…、久々の仲間とワイワイ…、資料・書籍コーナーを早めにチェック…など気軽に過ごすのも、もちろん自由です。 

ン グ ア ッ プ ウ ォ ― ミ ・ プ ロ グ ラ ム 

ン グ 全 体 会 オ ― プ 二 
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２月２６日（土）14:15〜17:45 

 ３時間半バージョンで、じっくり議論できる分科会です。並行して１時間４０分バージョンの分科会（分科会Ｂ）も実施  

されますが、中途の参加、退出はできませんので、ご注意ください。 

★参加者対象について : 分科会タイトルに   マークのつく分科会は「初心者向き」。逆に    マークのつく分科会は、原則として活動

経験の短い方はご参加いただけません。「中堅中心で、活動経験のない人は丌可（短期間でも経験があれば可）」

という場合は縁の色が薄い     マーク。ＪＶＣＡ会員限定は   です。分科会選択時の参考にして下さい。 

 

Ａ１ 「民」の時代における社協ボラセンの明日 

     ～いま求められる社協ボラセンへ～ 

 近年、地域団体やＮＰＯ等の民間団体を活用する取り組み（「新しい公共」）が広がっています。社協ボラセンも例外ではあり

ません。かつて社協活動の専売特許とされていた「地域」「住民主体」の分野に、今、ＮＰＯやコミュニティソーシャルワーカー等

が誕生・参入し、つながり作りを進めています。この現状の中、皆さんは、社協からボラセンが切り離されるかもしれないとの危機

意識をもっていますか？ あなたのまちの社協ボラセンは「必要だ！」と胸をはって言えますか？ 

 地域を基盤に最前線で奮闘されるＮＰＯ、ＣＳＷ、社協の実践報告を交え、いま社協ボラセンに求められることを考えます。 

 ※事前アンケートを実施します。 

【定 員 ・ 対 象】 ５０人 本テーマに関心のある方（運営委員会の担当職員、地区ボランティアセンターのコーディネーター、

地区ボランティアセンター担当職員 等） 

＜コーディネーター＞ 志藤 修史さん（大谷大学 文学部 社会学科 准教授） 

＜事例発表者＞ 音川 礼子さん（西宮市社会福祉協議会ボランティアセンター 主任） 

北野 直紀さん（奈良市社会福祉協議会 奈良市ボランティアセンター ボランティアコーディネーター） 

谷 仙一郎さん（（特活）元気な仲間 代表） 

室田 信一さん（（特活）三島コミュニティアクションネットワーク コミュニティソーシャルワーカー） 

【担当】 井岡仁志（高島市社協）／大西一雄（京都市左京区社協）／崎本優子（インクルーシヴライフ協会「蓮」）／高橋圭子（大阪府社協）
／西田奈央（京都市北区社協）／南 多恵子（夙川学院短期大学） 

 

 

Ａ２ ボランティアコーディネーターは受入れ先と活動希望者をつなぐ代弁者！ 

     ～伝えていますか？ 大切なこと～ 

 ボランティアコーディネーターの仕事で大切なことは何か？ 受入れ先の魅力や団体がなぜボランティアを必要としているのか

を活動希望者に伝えること？ ボランティアが現場に行くと、どんな“面白い！”が待っているのかを代弁すること？ それとも活動

希望者の丌安や思い、“こうしてほしい”などの要望を受け入れ先に伝えること？ 

 この分科会では、普段のコーディネーションでの自分のこだわりをディベート形式で討論します。そして受入れ先や活動希望者

の代弁者として両者をつなぐことの意味を再確認し、双方の視座に立った支援ができているかを問うことで、コーディネーターの

存在意義と専門職としてのあり方を考えます。 

【定 員 ・ 対 象】 １４人 中間支援組織のボランティアコーディネーター 

＜講 師＞ 疋田 恵子さん（杉並区社会福祉協議会 杉並ボランティア・地域福祉推進センター 所長） 

【担当】 白井恭子（大阪ボランティア協会）／中村彰利（京都ＹＭＣＡ）／藤江冬人（門真市社会福祉協議会）

分 科 会 Ａ 
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Ａ３ 地域における社会福祉施設の役割とは？ 

     ～ 地域と施設、それぞれのオモイを繋ぐ取り組みを創造しよう ～ 

 社会福祉施設にとって、地域住民や地域のボランティア、各種団体等と連携し新たな場や取り組みを創出することは、地域

における社会資源としての役割を果たす上でも重要です。しかし実際に「地域ニーズを捉えた取り組み」を地域と共に考え  

具現化しようとした時に、ニーズの捉え方や実現までのプロセスについて迷うことはありませんか。 

 本分科会では、地域と施設、双方のニーズを満たす取り組みを創るポイントについて先行事例から学びます。その上でボラン

ティアコーディネーターの視点から、地域と連携した取り組みを実現させるまでのプロセスを描きます。 

【定 員 ・ 対 象】 ２０人 社会福祉施設で地域と連携した取組を進めたいと思っているボランティアコーディネーター（ボランティア担当者） 

＜講 師＞ 妻鹿ふみ子さん（光華女子大学 キャリア形成学部 教授、ＪＶＣＡ代表理事） 

＜事例発表者＞ 樋口   実 さん（（福）武蔵野療園 中野区かみさぎ特別養護老人ホーム相談支援課 主任） 

【担当】 小野田 郁（市原寮 花友にしこうじ）／西村こころ（京都福祉サービス協会 施設本部）／宮野星子（京都福祉サービス協会 京都市
西院老人デイサービスセンター） 

 

Ａ４ 文化施設の「ボランティアコーディネーション」って、なに？ 

     ～ボランティアコーディネーション・文化系施設での展開～ 

 文化施設は多数のボランティアに支えられ運営しています。全国的にも、文化庁方針や「新しい公共」の考え方など、多様な

担い手と共に文化施設を運営していくことが求められています。しかし、「ボランティア担当」として、現場でお仕事をする際、 

ボランティアとの関わり方や連携の仕方に行き詰まったり、悩んだりすることはありませんか?? そんな悩みを見つけ出し、ヒントを

得たりする分科会を目指します。後半、コーディネーターとしてのファシリテーション技能を高めてもらえるワークショップの時間も

用意しました。贅沢な分科会です。なお、事前に参加者アンケートを行ないます。 

【定 員 ・ 対 象】 １５人 文化系施設・アートＮＰＯ職員など、文化ボランティアのコーディネーションに関心のある方ならどなたでも 

＜講 師＞ 柴田 英杞 さん（鳥取県文化振興財団 文化芸術デザイナー、ＪＶＣＡ理事） 

＜講師・ファシリテーター＞ 加留部貴行さん（九州大学 特任准教授、ＪＶＣＡ理事） 

【担当】 大久保充代（八尾市文化振興事業団）／小森眞美子（滋賀県文化振興事業団） 

 

Ａ５ ととのいました!! 病院ボランティアとかけまして、○○と解く!! そのこころは!? 

     ～病院機能評価からボランティアが抜けた今、その意義を見つめ直す～ 

 病院機能評価 Ver.6では、ボランティアの項目が削除されました。良くも悪くも大きく影響を受けてきたこの評価項目が消えた

今、改めて病院ボランティアの存在意義が問われることとなります。 

 皆さんは病院ボランティアの存在意義をどんなふうに語っていますか？ 

 ここでは病院ボランティアの存在意義をこれまでのデータ等を踏まえつつ基本から見つめ直し、そしてそれを「印象的に」かつ

「情熱的に」語れるようになるためのワークを行ないます。 

 病院組織や現場の「こころ」を動かす魔法のことばたちを、ご一緒に探しませんか!? 

【定 員 ・ 対 象】 ３０人 病院ボランティアに興味のある方なら、どなたでも。 

＜講 師＞ 斉藤悦子さん（日本病院ボランティア協会 副理事長、特別養護老人ホームはっさむはる 施設長） 

【担当】 佐治千恵（府中病院）／本田優子（府中病院）
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Ａ６ 福祉教育で学力アップ!? 小学校編 

     ～福祉教育・ボランティア学習と学力の豊かな関係～ 

 学力重視や総合的な学習の時間の減尐などが盛り込まれた新しい学習指導要領、地域・学校現場が抱える様々な   

課題・・・こんな中で生活する子どもたちにとって、福祉教育・ボランティア学習は重要な意味を持っているのです。それは、豊かな

体験が学ぶ意欲につながるという事実です。 

 この分科会ではボランティアコーディネーターが関わり豊かな体験を紡ぎだした事例を通して、その事実に迫ります。また、  

ワークショップによって、豊かな体験が学ぶ意欲を向上させるようなプログラムのコーディネーションとは？ そのプログラムに必要な

要素とは？ を探ります。 

【定 員 ・ 対 象】 ２０人 福祉教育・ボランティア学習に関心のある方。福祉教育・ボランティア学習で行き詰っている方。 

＜講師・ファシリテーター＞ 長沼  豊 さん（学習院大学 教授） 

＜事例発表者＞ 堀 真実子さん（岸和田市社会福祉協議会 地域福祉係 福祉教育推進事業担当） 

【担当】 中村彰利（京都ＹＭＣＡ）／中村有美（関西こども文化協会）／野尻紀恵（神戸常盤大学）／長谷部 治（長田区社会福祉協議会）
／松村幸裕子（大阪教育大学大学院） 

 

Ａ７ イマドキの若者と一緒に活動を盛り上げていくツボを探そう！ 

     ～大学生世代を中心に、若者との協働を考える～ 

 大学生を中心とした若い力や新しい視点を入れて、取り組みをさらに発展させたい施設や団体が多いなか、関わり始めて

くれた若い活動者のモチベーションの維持が課題の一つとなっています。その一方で、「最近の若い人にどう接したらいいのか

わからない」というボランティアコーディネーターも案外多いのではないでしょうか？ 

 本分科会では、「青尐年が関わりたいと思えるような活動の仕掛け方」や「若い世代のボランティアへの関わり方」について、 

イマドキの若者をエンパワメントしながら協働していく方法を一緒に考えたいと思います。 

【定 員 ・ 対 象】 ２０人 若者に活動して欲しい、または現在協働中の団体・施設のボランティアコーディネーター 

＜講 師＞ 山口浩次さん（大津市社会福祉協議会 副参事） 

【担当】 ヒギンズ尚美（龍谷大学ボランティア・ＮＰＯ活動センター 瀬田）／國實紗登美（地域生活サポートセンター じゅぷ）／ 
竹村光世（龍谷大学ボランティア・ＮＰＯ活動センター 深草）／竹田純子（龍谷大学ボランティア・ＮＰＯ活動センター 深草） 

 

Ａ８ 企業との新たな連携・協働に向けて 

 「企業との連携」と聞いて、苦い思い出がよみがえる方もいるかもしれません。この分科会の企画者も門前払いなどで心が

くじけたことがありました。しかも今、厳しい丌況が長引き、就職氷河期を超えるといわれる深刻な事態…。企業との連携など

夢のまた夢…と考えがちです。 

 しかし、そんな企業との間に豊かな関係を築きつつある人々がいます。それに２０１０年１１月、ＩＳＯ２６０００（組織の社会的責任に

関する国際手引書）が発行され、企業の社会貢献を後押しする動きも出てきています。そこで企業との連携をどう進めるか。

実践事例と企業の「本音」を通じて、協働のヒントを探ります。 

【定 員 ・ 対 象】 ３０人 企業との連携・協働に関心を持つボランティアコーディネーター 

＜事例発表者＞ 楠 正吉 さん（積水ハウス㈱ ＣＳＲ担当次長) 

永井美佳さん（(福)大阪ボランティア協会 事務局次長） 

御舩泰秀さん（大津市ボランティア連絡協議会 会長、(特活)日本ウォーターウォーク協会 理事長) 

山脇秀錬さん（オーパルオプテックス㈱ 代表取締役） 

＜コーディネーター＞ 早瀬  昇 さん（(福)大阪ボランティア協会・常務理事） 

【担当】 濱田朊子（大津市社協）／早瀬 昇（大阪ボランティア協会） 
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２月２６日（土）14:15〜17:45（前半 後半の２コマ） 

 １時間４０分バージョンの分科会。「分科会Ａ」と並行する時間帯で開催され、前半、後半で、それぞれ１コマを選んで、

ご参加いただきます。 

 入門 
ボランティア論 

入門ボランティア 
コーディネーション論 

「ボランティア」を説明 
するのに欠かせないモノ 

公募・ 
実践事例報告 

入門 
ファンドレイジング論 

14:15～ 

15:55 

Ｂ１ 基礎知識編 

講師・赤澤清孝さん 

Ｂ２ 中間支援組織向け 

講師・後藤麻理子さん 

Ｂ３  

講師・長谷部 治さん 

Ｂ４  

報告①、② 
   

16:05～ 

17:45 

Ｂ５ 応用編 

講師・赤澤清孝さん 

Ｂ６ 受入団体・施設向け 

講師・栗木 梨衣さん 

Ｂ７  

講師・小原 宗一さん 

Ｂ８  

報告③、④、⑤ 

Ｂ９ 講師・鵜尾雅隆さん 

（日本ファンドレイジング協会） 

Ｂ１／Ｂ５ 入門ボランティア論 

【前半】Ｂ１ 基礎知識編  この分科会では、“若葉マーク”のボランティアコーディネーターが、コーディネーターに大切な「ボラ

ンティアとは何か？」という原点について、語源・歴史・特徴など幅広い視点から学びます。昨今のボランティア観の多様化を

ふまえ、ボランティアコーディネーターとしておさえておきたい必須の講座です。 

【後半】Ｂ５ 応  用  編  この分科会では、“若葉マーク”のボランティアコーディネーターが、現場で感じ始めた「え！

これってボランティア？｣｢ちょっと違うんじゃないかなぁ」に対抗するためのヒントを見つける講座です。窓口や日常

会話、会議などでボランティア希望者や地域の関係者の方々にボランティアの意味をしっかり伝えるためのツボ

を演習を通じてさがします。 

講師(Ｂ１.Ｂ５とも)：赤澤清孝さん（（特活）ユースビジョン代表、ＪＶＣＡ理事） 

 

Ｂ２／Ｂ６ 入門ボランティアコーディネーション論 

【前半】Ｂ２ 中間支援組織向け  この分科会では、社会福祉協議会やＮＰＯ支援センター、生涯学習センター、大学ボラ

ンティアセンターなどの中間支援機能を持った組織のボランティアコーディネーターが、「ボランティアコーディネーターとは何か」

という基本的な考え方と実際について学びます。ボランティアが社会のあらゆる場面でいきいきと活動するために欠かせない

ボランティアコーディネーションの機能と役割を解説します。 

講師 ： 後藤麻理子 さん（ＪＶＣＡ理事・事務局長） 

【後半】Ｂ６ 受入団体・施設向け  この分科会では、ボランティアを受け入れている施設・団体のボランティアコーディネーター

が、「ボランティアコーディネーターとは何か」という基本的な考え方と実際について学びます。ボランティアが社会のあらゆる 

場面でいきいきと活動するために欠かせないボランティアコーディネーションの機能と役割を解説します。 

講師 ： 栗木 梨衣 さん（愛知県国際交流協会 交流共生課  課長、ＪＶＣＡ理事） 

 

Ｂ３／Ｂ７ 「ボランティア」を説明するのに欠かせないモノ 
～ボランティアを語る要素を整理し、ボランティアをカタルあやしい者に対抗しよう～ 

 基礎入門講座などで「ボランティアとは何か」を説明する際に必要な要素を参加者でワークショップを通じて洗い出すことに

よって、今後のボランティア活動のイメージや意義がずれていかないようモデル資料づくりを行います。分科会で作成したモデル

資料はＪＶＣＣ２日目に会場内で掲示し、他の参加者が閲覧、加筆できるようにします。 

【前半】Ｂ３ 講師 ： 長谷部 治 さん（長田区社会福祉協議会、ＪＶＣＡ理事） 

【後半】Ｂ７ 講師 ： 小原 宗一 さん（（東京都）北区社会福祉協議会、ＪＶＣＡ研修開発委員長）

分 科 会 Ｂ 
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Ｂ４／Ｂ８ 公募・実践事例報告 
 今回のＪＶＣＣでは、実行委員会による企画だけでなく、ＪＶＣＡ会員の皆さんの日頃の実践事例を公募し、ＪＶＣＣの場で

報告・共有するプログラムを創設しました。 進行：唐木理恵子 さん（練馬ボランティア市民活動センター、ＪＶＣＡ運営委員） 

Ｂ４① 生物多様性条約第１０回締約国会議（ＣＯＰ10）のボランティアを事例にした大規模イベントでのボランティアマネジメントについて 

（発表者）渡邉 文人 さん((特活)愛・地球卙ボランティアセンター 総務・情報マネージャー) 

Ｂ４② 病院ボランティアの存在とは？ そしてボランティアコーディネーターの役割とは？ ～アンケート調査からの報告 

（発表者）岸岡沙也加さん(関西学院大学 社会学部 ４年生) 

Ｂ８① 「未来創造ネットワーク白鴎」の取り組み 

（発表者）結城 史隆 さん（白鴎大学教育学部 教授） 

Ｂ８② 学園小学校区における県民交流広場事業推進に関する実践モデルの研究 

（発表者）杉浦  健 さん（学園小学校区まちづくり連絡会事務局長） 

Ｂ８③ 「協働参画型福祉学習教材の作成プロセスに関するー考察」～中間報告～ 

（発表者）軸丸 政代 さん(大阪市住吉区社会福祉協議会 ボランティアコーディネーター) 

 

Ｂ９ 入門ファンドレイジング論 

ボランティアの募集は自信があるけれど、寄付集めは苦戦続き…という皆さんも尐なくないのではないでしょうか？ しかし

元来、寄付は、ボランティア活動とともに、市民の社会参加の両輪と言えるものです。そこでオープニング全体会のパネ

リスト、鵜尾雅隆さんに「ファンドレイジング（寄付金集め）」の基本のキから解説してもらいます。 

 

 

 ２月２６日（土）18:00〜19:30 

全国から集まったボランティアコーディネーターの情報交換・出会いの場です。大いに語り合い、交流を深めましょう。

講師・事例発表者の皆さんの多くも、ご参加されます。多数の皆さまのご参加をお待ちしております。 

                 ※ このプログラムは別料金です。（参加費４，０００円、ビュッフェ形式） 

                 ※ 裏表紙の参加申込書に「参加」の希望をご記入ください。 

 

日本ボランティアコーディネーター協会（JVCA）とは 

市民が主体的に問題解決に取り組む社会を実現するために、一人ひとりの社会参加意識を高め、積極的に行動 

することを応援する専門スタッフとして「ボランティアコーディネーター」の存在はきわめて重要です。しかし、充分に社会的

認知を得ていないことから、多様な分野で活動するボランティアコーディネーターの専門性の向上と社会的認知を進め、

専門職としての確立を図ることを目的に、２００１年１月に設立（同年８月にＮＰＯ法人化）いたしました。 

年に１回の「全国ボランティアコーディネーター研究集会（ＪＶＣＣ）」の主催をはじめ、各種研修セミナーの実施、ボラン

ティアコーディネーション力検定の実施、調査研究や書籍の出版などを行っています。 

（総会員数４４３人：うち正会員３３５人＜２０１０年１２月現在＞） 

ＪＶＣＡの活動は、会員の会費と参加によって支えられています。    

会員の種類 
正会員 準会員 賛助会員 
個人会員 個人会員 個人会員(1口) 団体会員(1口) 

年 会 費 10,000円 5,000円 5,000円 10,000円 

議 決 権 ◎ ― ― ― 

ニュースレター ○ ○ ○ ○ 

メーリングリスト参加 ○ ○ ○ ― 

各 種 割 引 ◎ ○ ― ― 

◆年会費とは、毎年１月１日から同年１２月３１日までの１年間の会費です。 

◆準会員は、入会年度に限ります（次年度以降は、正会員へ移行してください）。 

◆賛助会員は、ＪＶＣＡの活動趣旨に賛同し、財政的支援をする会員です。 

懇 親 会 
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２月２７日（日）９:30〜12:30 

Ｃ１ “市民と共に成長するボランティアセンター”を目指して 

     ～社協さん、ほんまに住民参加・市民協働できてます？～ 

 市町村合併や財政難、多様な主体との競合を余儀なくされる、「民」の時代における社協ボラセンの課題を明らかにし、その

道筋を考える分科会が２６日に開催されます。その各論の１つともいえる“市民に開かれた運営体制づくり”のための具体的  

方策について、本分科会では、住民の主体的参加による「ボランティアセンター運営委員会」のあり方と、ボランティアの   

身近な活動拠点である「地区ボランティアセンター」について考え、それらを運営する意義と可能性を様々な実践事例から 

再確認する場にしたいと考えています。※事前アンケートを実施します。 

【定 員 ・ 対 象】 ４０人 本テーマに関心のある方（社協ボランティアセンター運営委員会委員・事務局担当者、地区・学

区社協関係者、ボランティアコーディネーター等） 

＜コーディネーター＞ 竹村安子さん（大阪市立大学 非常勤講師） 

＜事例発表者＞ 小林卙明さん（長野市社会福祉協議会 地域福祉課長） 

曽谷 武 さん（宇治ボランティア活動センター 運営委員長） 

猪俣健一さん（阪南市社会福祉協議会 コミュニティワーカー、ボランティアコーディネーター） 

【担当】 井岡仁志（高島市社協）／大西一雄（京都市左京区社協）／崎本優子（インクルーシヴライフ協会「蓮」）／高橋圭子（大阪府社協）
／西田奈央（京都市北区社協）／南 多恵子（夙川学院短期大学） 

 

Ｃ２ 大学ＶＣ-地域ＶＣ-受入機関、３つのセクターの連携を！ 

     ～事例に学び、ワークで編み出す協働のコンセプト～ 

 ボランティアセンター、あるいはボランティア部署には「受入型」・「仲介型」・「送り出し型」の３つの種類があります。それぞれの

センター・部署が、「互いに期待しているモノは何か」を理解し連携を組めば、より実りの多いコーディネーションにつながるのでは

ないでしょうか。そこで本分科会では、まずは事例（成功・失敗含めて）から学ぶ機会を提供します。その後、グループ協議を 

通して、参加者同士で連携の未来予想図を完成させ、自らのコーディネーション・パワーに変換することをめざします。 

【定 員 ・ 対 象】 ２０人 ３つのセクターの連携に関心のある方ならどなたでも結構です。 

＜事例発表者＞ 鵜川   健 さん（龍谷大学ボランティア・ＮＰＯ活動センター 学生スタッフ） 

野尻 紀恵 さん（神戸常盤大学短期大学部 講師） 

森岡 玲奈 さん（神戸市立医療センター中央市民病院 ボランティアコーディネーター） 

＜事例提供・コーディネーター＞ 垂井加寿恵さん（神戸市中央区ボランティアセンター ボランティアコーディネーター） 

【担当】 鵜川 健（龍谷大学）／川口謙造（神戸学院大学ボランティア活動支援室）／垂井加寿恵（神戸市中央区ボランティアセン
ター）／野尻紀恵（神戸常盤大学）／森岡玲奈（神戸市立医療センター中央市民病院） 

 

Ｃ３ 「こころ」の目的一致！ それって具体的にどうしますのん？ 

     ～合意形成のための戦略を立てて、孤軍奮闘から突破しよう！ 

 ボランティアの意義を組織全体で理解することは、取り組みを発展させる上で重要です。しかし全職員の合意形成を得るに

は、時間も労力も要します。広報紙作成や勉強会開催等と手は尽くすものの、組織全体に理解を促すにはもっと多くの戦略が

ほしいと思う場面も数多くあります。一組織におけるボランティアコーディネーターにとって、合意形成の術を身に着けることは 

孤軍奮闘からの突破口にも繋がります。組織が一体となったボランティアコーディネーションの実現を目指して、参加者同士で

意見を出し合い、組織を変える『戦略』を立てましょう。 

【定 員 ・ 対 象】 ２０人 社会福祉施設や病院等で「組織の合意形成」の壁にぶつかっているボランティアコーディネーター（ボラン

ティア担当者） 

＜講師・ファシリテーター＞ 川中大輔さん（シチズンシップ共育企画 代表） 

【担当】 小野田 郁（市原寮 花友にしこうじ）／佐治千恵（府中病院）／西村こころ（京都福祉サービス協会 施設本部）／本田優子
（府中病院）／宮野星子（京都福祉サービス協会 京都市西院老人デイサービスセンター）

分 科 会 Ｃ 
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Ｃ４ ボランティアコーディネーターの秘訣を盗め！ 

     ～文化・社会教育施設の中で活躍するボランティアの巻～ 

 卙物館・美術館・環境学習・生涯学習など文化・社会教育施設のボランティアの力をさらに高めよう！ 

 施設にボランティアを導入する理由の大切なひとつ、様々な目で問題に気付き、それについて解決しようとする力をボラン 

ティアコーディネーターはどのようにして強めることが出来るのか！？ 

 施設から設定した内容だけではない活動が生まれる場をどのようにつくっていけば良いのか等を、他の施設のボランティアコー

ディネーターと出会い、皆で考え合うワークショップです。 

【定 員 ・ 対 象】 １５人 卙物館や美術館・環境学習や生涯学習など施設の中のボランティアコーディネーター  

＜ファシリテーター＞ 加留部貴行さん（九州大学 特任准教授 ＪＶＣＡ理事） 

【担当】 佐崎由佳（京エコロジーセンター事業課）／中神まゆみ（八尾市文化振興事業団） 

 

 

Ｃ５ 災害時に備えたコーディネーション 

     ～在住外国人を通して考える、要配慮者のもしもの時のこと～ 

 災害は人・場所にかかわらず突然起こります。高齢者・障害者・外国人等それぞれ必要なサポートがあり、それらのニーズを

つかむには普段の活動と共に、多様な機関の連携も重要です。各機関の対象者は異なりますが、被災者はその地域の住民

であり、各機関同士で共有できる情報や資源は沢山あるはずです。 

【定 員 ・ 対 象】 ２０人 社会福祉協議会、福祉施設職員、地域国際交流協会、ＮＰＯなど、その他このテーマに興味

関心をお持ちの方 

＜ファシリテーター＞ 森 雄二郎さん（国際教育研究会 Glocal net Shiga、聖泉大学短期学部 助教授） 

＜コーディネーター＞ 大森 容子さん（国際教育研究会 Glocal net Shiga、滋賀県国際協会 主任書記） 

【担当】 濱屋伸子（京都市国際交流協会）／桐澤夏樹（京都市福祉ボランティアセンター）／竹本真梨（龍谷大学ボランティア・ＮＰＯ活動セ
ンター） 

 

Ｃ６ 福祉教育で学力アップ!? 中学校編 

     ～福祉教育・ボランティア学習と学力の豊かな関係～ 

 「はやね はやおき あさごはん」に代表されるように生活習慣と学力の密接な関係が近年語られています。福祉教育・ボラン

ティア学習に基づく豊かな体験は学力にも良い影響がある?? 

 ボランティアコーディネーターが関わり豊かになった事例を通じて、そんな驚きの事実に迫ります。この分科会に参加すればもう

場当たり的な授業のコーディネーションはできなくなるのでは !?  

【定 員 ・ 対 象】 ２０人 福祉教育・ボランティア学習に関心のある方。福祉教育・ボランティア学習で行き詰っている方。  

＜講師・ファシリテーター＞ 長沼 豊 さん（学習院大学 教授） 

＜事例発表者＞ 加藤 拓 さん（茨木市教育委員会 学校教育推進課 参事） 

播磨大作さん（神戸市立長田中学校 教諭） 

【担当】 中村彰利（京都ＹＭＣＡ）／中村有美（関西こども文化協会）／野尻紀恵（神戸常盤大学）／長谷部 治（長田区社会福祉
協議会）／松村幸裕子（大阪教育大学大学院）
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Ｃ７ 若者の｢ボランティアしたい！｣に応える！ 

     ～対人関係で離れていく若者への支援を考える～ 

 近年、コミュニケーションをとることに丌安を抱えながらも、ボランティアとして種々な活動に参加する人びとが増えています。 

また、若年層で「働けないけどボランティアをしたい」という人びとの背景にもコミュニケーションや社会性に困難があるように   

見受けられます。このような人びとが活動に参加した場合、ボランティア間の対人関係でやめていったり、グループ内に混乱を

招くケースが多くみられます。本分科会では、そういった人びとをどのように受け入れたらよいか、継続的に活動できるようになる

にはどのような支援が必要かを考えます。 

【定 員 ・ 対 象】 ３０人 対人関係に支援が必要なボランティアがいる現場のコーディネーター、これから受け入れる可能性の

ある現場のコーディネーター。 

＜事例発表者＞ 川崎 崇 さん（京都市ユースサービス協会 ユースワーカー） 

冨田泰行さん（京都市住吉児童館 児童厚生員） 

＜ファシリテーター＞ 中村有美さん（(特活)関西こども文化協会 事務局スタッフ） 

【担当】 松村幸裕子（大阪教育大学大学院）／中村有美（関西こども文化協会）／協力者：今川将征（フリースクールみなも） 

 

Ｃ８ 世界に巻き込む！ 共感を生むコーディネーションとは？ 

     ～国際分野という「現場」の見せ方、伝え方～ 

 近年、若い世代からシニアまで、世界に目を向ける人が増えてきています。ボランティア希望の人に「海外でボランティアをしたい」

と言われて、困った経験はありませんか？ このようなニーズに対して、海外に行かずにできることをどう伝え、活動につなげていくの

か？ また、ＮＧＯ職員として、国内にて活動を共にするボランティアに海外での現場の状況をいかに伝え、共感を生み、活動に

参加するメンバーを増やしていくのか？ 国際系団体のみならず、多様なニーズに応えるボラセンの皆さんと、お互いの悩みや経験

を共有しながら、国内にいながら世界につながる活動を伝えていくためにコーディネーターは何をすべきか一緒に考えていきましょう！ 

【定 員 ・ 対 象】 ２０人 ボランティアセンターの関係者及びＮＧＯ関係者 など。 

＜講師・ファシリテーター＞ 坂口和隆さん（日本ＮＰＯセンター 事務局次長、ＪＶＣＡ理事） 

【担当】 栗田佳典（テラ・ルネッサンス）／竹田純子（龍谷大学ボランティア・ＮＰＯ活動センター） 

 

Ｃ９ もっと市民に伝えたい！ 

     ～ボランティアコーディネーターのための宣伝美術ワークショップ～ 

 チラシは市民にボランティアの意義や具体的な事業を伝える情報発信の主力媒体です。 

関係者だけではなく、一般の人までボランティアに行ってみたくなるようなチラシにするためにはどうすればいいのか。いろんな

ノウハウに触れることで、もっと効果のあるチラシができるはずです。 

 このワークショップでは、チラシを発注する制作者とデザイナーという立場のふたりの講師により、デザインやデザイナーとの

接し方について、ワークショップ参加団体の実例を題材にしながらすすめていきます。 ※当日「自分たちの制作したチラシ」と、

それ以外で「良いと思ったチラシ」をご持参いただきます。 

【定 員 ・ 対 象】 １５人 近年、もっと情報発信力を高めたいと思う方ならばどなたでも   

＜講 師＞ 清水 俊洋 さん（デザイナー／京都橘大学 非常勤講師／放送芸術学院 講師） 

小鹿由加里さん（舞台制作者） 

【担当】 小森眞美子（滋賀県文化振興事業団）／佐崎由佳（京エコロジーセンター）
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Ｃ１０ アナタならどうする！？ 営利組織からのボランティア相談 

     ～多様化する課題解決の手段と、ぶれないボランティアコーディネーションのあり方を考える～ 

  近年、社会的企業が台頭し、社会課題の解決手段が多様化しています。従来のボランティア団体やＮＰＯ法人等に加えて

一般社団法人といった形態もできたほか、株式会社や有限責任事業組合等による活動も展開されるなど、営利・非営利の 

組織の境目がなくなりつつあります。こうした中、例えば営利組織からボランティアを募集する相談が入ったらどう対応するか？ 

何を指標にコーディネーションを行えばいいのか。多様化する組織形態の基礎を押さえつつ、身近な事例からそのあり方を考え

ます。（参加者には簡単な事例提供をお願いする場合があります） 

【定 員 ・ 対 象】 ３０人 営利組織からのボランティア相談に戸惑った経験がある人、経験はないが課題を整理しておきたい人 

＜講 師＞ 深尾昌峰さん（京都地域創造基金 理事長、きょうとＮＰＯセンター 常務理事、龍谷大学 法学部 准教授） 

【担当】 岩本裕子（関西学院大学実践教育支援室））／小林政夫（立命館大学サービスラーニングセンター）／松尾浩樹（大阪市
社会福祉協議会大阪市ボランティア情報センター 

 

Ｃ１１ 『わたしたち』の“足(生活交通)”を奪わないで…。 

     ～地域力・住民の強い思いを形にして紡がれた「鉄路・コミュニティーバス」…!! 

 人口減尐や住民の高齢化で赤字だからと、各地で生活交通が奪われ消えていく現実が起きています。 

 鉄路やバス路線が廃止されると、車や運転免許を持たない家庭や高齢者は、買い物や病院への通院など日常生活に支障

が起き、街に出かけられなくなり、街の賑わいも消えていきます。そして、住民間の交わりや繋がりが途絶え「ひきこもり」がちと  

なって無縁社会化が進行していきます。 

 この現実を解決しようと立ち上がった人々の思いと活動の道のりを聞き、我々ボランティアコーディネーターは今後どんな   

発想・発案での関わり方が出来るか・するべきかを討論しましょう!! 

【定 員 ・ 対 象】 ２５人 地域の問題に関わりをもち、関心のある方、町おこし・地域住民の孤立化を防ごうとの思いから努力

されている方 

＜コーディネーター＞ 安藤雄太さん（東京ボランティア・市民活動センター アドバイザー） 

＜事例発表者＞ 木村幹生さん（貴志川線の未来を“つくる”会 副代表） 

西脇良孝さん（（特活）生活バス四日市 理事長） 

【担当】 福本 滋（(社)京都ボランティア協会） 

 

Ｃ１２ 理事とスタッフだけで活動していませんか？ ボランティアを巻き込んでもっと活動を活発に 

     ～募集から活動の組み立てまで～ 

 いつも活動をまわすのに手いっぱい。理事やスタッフだけで活動していませんか？ 「本当はもっとボランティアを巻き込んでやり

たい」。そう考えているＮＰＯ、ＮＧＯのみなさん、ボランティアを活動に巻き込んで継続的に活動を活発化させるコツやヒントを  

一緒に学びあいませんか。また、ボランティアがもっと活躍できる機会や環境づくりに関心のある中間支援組織のコーディネー 

ターの方にもおすすめです。 

【定 員 ・ 対 象】 １４人 運営に、もっとボランティアをまきこみたいＮＰＯ・ＮＧＯの担当者。ボランティアがもっと活躍できる 

機会を増やしたい中間支援組織のボランティアコーディネーター 

＜コーディネーター・事例発表＞ 岡村こず恵 さん（(福)大阪ボランティア協会 事務局主幹） 

有川真理子さん（(特活)環境市民 スタッフ) 

【担当】 岡村こず恵（(福)大阪ボランティア協会）／有川真理子（(特活)環境市民）
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Ｃ１３ 専門職としてのボランティアコーディネーターの質を高め、 

社会的・組織的認知をいかに向上させるか 

 ＪＶＣＡのミッションである専門職としての確立に向けた戦略づくりにつなげる分科会です。ＪＶＣＡでは２００９年から「ボランティア

コーディネーション力検定」を実施するに至り、ミッション達成に向けての第１段階の目標を達成し、現在、認定ボランティアコーディ

ネーターと１級検定システムについて準備を進めています。しかし、これだけでは足りません。各々の職場で「専門職」としての採用

や処遇が進展するにはどうしたらいいのか？ 社会全体にどのようなアクションをしていけばいいのか等、参加者全員で探ります。 

【定 員 ・ 対 象】 ２０人 ＪＶＣＡ会員限定の分科会です（前日までにご入会いただければ、ご参加いただけます）。 

＜講 師＞ 筒井のり子さん（龍谷大学社会学部 教授、ＪＶＣＡボランティアコーディネーション力検定・認定ボランティア

コーディネーター制度システム化検討委員会 委員長） 

【担当】 山方 元（愛知県立豊橋工業高校、ＪＶＣＡ運営委員） 

 

 

２月２７日（日）13:30〜15:15 

テーマ：市民の力で１０年後の社会を“アツく”する part２ 

 ２日間の集会を通じて、気づいたこと、見えてきたものを確認し、明日からの活動を展望する指針を語り合います。

詳しいプログラムは、参加決定通知の際にご案内します。乞うご期待！ 

 

★日本ボランティアコーディネーター協会(ＪＶＣＡ)創立１０周年記念の集い 

15:30〜17:30 （ＪＶＣＣ２０１１京都大会終了後のプログラムです） 

 日本ボランティアコーディネーター協会の創設１０周年を記念し、これまでの歩みを振り返るとともに、今後の

取り組みを語り合う集いです。 

 

「ボランティアコーディネーション力検定」のご案内 

ＪＶＣＡでは「ボランティアコーディネーション力」を、「ボランティア活動を理解し意義を認め、その活動のプロセスで多様な

人や組織が対等な関係でつながり、新たな力を生み出せるように調整することで、一人ひとりが市民社会づくりに参加

することを可能にする力」と定義しています。この力は、共生や協働をめざす現代社会において、ますます重要となっています。 

そこでＪＶＣＡでは、ボランティアコーディネーションの重要性を多くの人に知っていただき、その力を身につけ、身近な

地域社会や各自の所属する組織、その他幅広い市民活動の場面において発揮していただくために、「ボランティアコー

ディネーション力検定」と、専門職としてしっかり学ぶ「認定ボランティアコーディネーター」の２つのシステムを提案し、２００９年

から「検定」を開始しています。 

●検定･認定のシステムの全体像 

「検定」は、ボランティア活動やコーディネーションの 

経験がある皆さんに幅広く受けてほしい３級から始まり、

実務を進める上でも役立つ２級、専門的な知識やスキル 

を身につける１級と、３つのレベルを設定しています。 

一方、「認定ボランティアコーディネーター」は、ボラン

ティアコーディネーションを業務で行う人の専門職として

の資質向上を目的としたシステムで、２級合格者以上の

受講を想定しています。詳しくはＪＶＣＡホームページで。 

ン グ 全 体 会 ク ロ ― ジ 

  

２級 

３級 

１級 

検定 認定 

少人数学習 
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① 申込み方法 

裏面の参加申込書に必要事項をご記入の上、下記 Web ページから申し込むか（早割扱いが可能）、事務局

まで郵送またはＦＡＸでお申し込みください。 

ＪＶＣＣ2011：Webページ  http://blog.canpan.info/jvcc2011/  (「WEB早割」の申込みは、こちら!) 

申込締切日は、２０１１年 ２月 ５日（土）です。 

※確認のため控え（コピー）を保管してください。 

※締切日前に定員に達した場合は、その時点で締切とさせていただきますので、お早めのお申込みをオススメします。 

★参加申込書に関する個人情報の取り扱いについて 

※ 裏面参加申込書にご記入いただいた個人情報は、本研究集会の開催に必要な連絡調整、担当実行委員・講師へ

の告知、今後の本研究集会と日本ボランティアコーディネーター協会の事業のご案内のみの目的で使用します。 

・ただし、参加者同士の交流のために、氏名、都道府県、所属団体、参加分科会は｢参加者名簿｣に掲載し、全参加者・ 

全スタッフに配布します。 

・参加される分科会によっては、本要項に明記されていない場合でも、事前アンケートをお願いしたり、事前にメーリング 

リストが設置されたりすることがあります。 

 

● 参加費の「ＷＥＢ早割」について ● 

2011 年１月２２日（土）午後１２時（１月２３日午前０時）までに上記 Web ページから申し込まれた方は、

参加費を１，０００円割り引きます。郵送ならびにＦＡＸでのお申し込みの場合、上記割引は適用で

きませんので、ご注意ください。 

 

② 参加費のご送金 

参加申込書を受け取った後、入金の手続きについてのご案内をお送りしますので、参加費等をお振り込みく

ださい（入金は銀行振込となります）。入金を確認できた時点で正式な受付といたしますのでご了承ください。 

（ご入金後は原則として返金できませんのでご了承ください） 

※ 集会中にＪＶＣＡに入会されると、会員参加費との差額をキャッシュバックします！ 

会場内の「ＪＶＣＡルーム」で入会手続きをされると、その場で会員参加費との差額２，０００円をご返金します。 

※ 宿泊について 

宿泊の手配は事務局では行いませんので、各自でお願いいたします。（オフシーズンとはいえ、京都の宿舎は

ひっ迫気味です。予約は早めになされることをお勧めします） 

 

全国ボランティアコーディネーター研究集会 2011（JVCC2011）実行委員会事務局 

特定非営利活動法人 日本ボランティアコーディネーター協会 内 

〒１６２－０８２５ 東京都新宿区神楽坂２－１３ 七福ビル３２号室 

ＴＥＬ：０３－５２２５－１５４５(火～土曜。１０時～１９時)  ＦＡＸ：０３－５２２５－１５６３ 

Ｅ－ｍａｉｌ ： jvcc2011@jvca2001.org  ＵＲＬ ： http://www.jvca2001.org/ 

申 込 方 法 申 込 方 法 

問 い 合 わ せ 申 込 み ・ 



 

0 

       2011年１月２２日までにＷｅｂで申し込めば「早割」適用。ＦＡＸは０３－５２２５－１５６３ 

★太枠内を正確に、かつハッキリとご記入ください。 

ふりがな  

歳代 

□ 女 

□ 男 

□一般  □ＪＶＣＡ正会員  □ＪＶＣＡ準会員 

□ボランティアコーディネーション力３級検定合格 
□ボランティアコーディネーション力２級検定合格 

名 前  

所属 
団体 

団体法人格等： 役職・担当 

  

連絡先 
□職場 
□自宅 

(〒   -    ) 

    

ＴＥＬ 携帯電話 

ＦＡＸ Ｅ‐mail 

 

あなたが、ボランティアコーディネーション

に関わった年数 
      年    か月 

あなたの活動形態（ボランティアコーディネー

ション業務の定義は 1ページ） 

□専任でボランティアコーディネーション業務を担当   □以前、担当していた 

□兼任でボランティアコーディネーション業務を担当   □担当したことはない 

あなたの所属団体の活動分野 

(最も近いものを 1つ選んで下さい) 

□社会福祉  □保健・医療  □社会教育  □青少年育成  □環境保全  □学校関係 

□国際交流・協力  □男女共同参画  □まちづくり  □災害救援  □企業関係 

□中間支援(ボランティアセンターなど)  □国・自治体  

□その他（                                               ） 

ＪＶＣＣへの参加回数 □初めて  □２回目  □３回目  □４回目以上 

★参加希望分科会 

 分科会番号 参加の動機（分科会決定時の参考といたしますので、できるだけ詳しくお書き下さい） 

２
月
２
６
日
（土
） 

Ａ
・Ｂ
い
ず
れ
か
を
選
択 

分
科
会
Ａ 

第１希望：Ａ- 
 
 

第２希望：Ａ- 
 
 

第３希望：Ａ- 
 
 

分
科
会
Ｂ 

前
半 

第１希望：Ｂ- 
 
 

第２希望：Ｂ- 
 
 

後
半 

第１希望：Ｂ- 
 
 

第２希望：Ｂ- 
 
 

分科会Ｃ 
２月２７日 
（日） 

第１希望：Ｃ- 
 
 

第２希望：Ｃ- 
 
 

第３希望：Ｃ- 
 
 

ウォーミングアップ・プログラム （ＪＶＣＡ非会員のみ。いずれかに○を） 【第１希望】 ① ② ③ ④ ⑤  【第２希望】 ① ② ③ ④ ⑤ 

懇親会 ２月２６日（土）    □参加（参加費 4,000円）  □不参加 

◆参加費 一般 13,000円（早割 12,000円）、ＪＶＣＡ正会員・準会員 11,000円（早割 10,000円）、懇親会参加費 4,000円 

あなたの参加費は… 

（★ご自身でご記入下さい）                    円 ＋              円  ＝               円 
 
 特にご配慮が必要な点があればご記入下さい： 

事務局 
記入欄 

受付日 受付連絡日 入力日 通知発送日 ウォーミングアップ ２６日分科会 ２７日分科会 懇親会  

／ ／ ／ ／ 
 

    

 

申 込 書 

都道  
府県  

研究集会参加費 懇親会参加費 合計 

 


